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［第13回通常総会第1号議案別紙1］ 

一般社団法人プラズマ・核融合学会 

令和5 年度事業報告書 

自令和5(2023)年4月1日至令和6(2024)年3月31日 

 

［１］ 事業の概要 

１．学術集会、講演会の開催による学術振興事業(定款第4条第1号) 

1. 第40回年会 

    日時：令和5(2023)年11月27日(月)〜30日(木) 

    場所：アイーナ・いわて県民情報交流エンター(岩手県盛岡市) 

    講演数：特別講演1件、招待講演15件、一般講演468件(うち口頭発表167件、ポスター発表301件)、シンポジウム4件、 

オーガナイズドセッション6件、プラズマ・核融合学会賞受賞講演3件、インフォ-マルミーティング1件、企業セミナー5 

件 

    参加登録者数：608名(内訳：正会員289名、学生会員245名、非会員20名、学生非会員12名、シニア会員14名、招待者 

他28名) 

2. プラズマ・核融合若手フォーラム主催 第1回プラズマ・核融合若手夏の学校  

    日時：令和5(2023)年8月29日(火)〜9月1日(金) 

    場所：名護青少年の家(沖縄県名護市) 

    参加登録者数：38名、講師9名 

 

２．学会誌、論文資料等の刊行・出版事業(定款第4条第2号) 

1. 「プラズマ・核融合学会誌」 

    令和5(2023)年4月～令和6(2024)年3月の期間に下記12冊を刊行した。 

      第99巻第4号～第12号(合計434ページ)   第100巻第1号～第3号(合計172ページ) 

      発行形態：A4版、月刊(年間平均毎号50ページ)   発行部数：毎号1,700部 

2. 英文論文誌「Plasma and Fusion Research」 

    令和5(2023)年4月～令和6(2024)年3月の期間に下記12冊をWeb上への掲載により電子出版した。 

      Volume 18, April 〜 December   Volume 19, January 〜 March 

    以下の論文を、Special Issueとして刊行した。 

1. Papers from the 31th International Toki Conference on Plasma and Fusion Research (ITC31)   

3. 講演予稿集及びテキスト、その他 

    第1回プラズマ・核融合若手夏の学校テキスト 

 

３．教育、研究助成等による人材育成・研究推進事業(定款第4条第3号) 

1. 専門委員会活動 

    （1） 「10年後を見据えた先端プラズマ科学のためのプラズマメタステート状態の調査」 比村治彦主査 

    （2） 「ザ・アウトリーチ」 伊庭野健造主査 

    （3） 「核融合炉燃料としてのトリチウムの包括的なリテラシーの向上」 大宅諒主査 

2. 広報事業 

     令和6(2024)年1月27日(土) 九州大学筑紫キャンパスで、ハイブリッド方式による第21回高校生シンポジウム「未来を拓く

プラズマ科学と先端技術〜集まれ高校生研究者！〜」を開催。参加高校6校、参加者58名。 
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４．その他本会の目的を達成するために必要な事業(定款第4条第4号) 

1. 九州・沖縄・山口支部 第27回支部大会 

    期日：令和5(2023)年12月9日(土)〜10日(日) 

    会場：KDDI維新ホール（山口県山口市） 

    講演数：招待講演 3件、一般講演38件(内訳：口頭発表20件、ポスター発表18件) 

    参加人数：56名(内訳：一般15名、学生38名、招待者3名) 

    表彰：講演奨励賞4件 

2. 北海道地区研究連絡会 第27回北海道地区研究連絡会研究会 

    期日：令和6(2024)年3月8日（金） 

    会場：北海道大学工学部L棟2階 L200教室、及びオンライン 

    講演数：18件 

    共催：日本原子力学会北海道支部第41回研究発表会 

    参加人数：42名 

3. プラズマ・核融合学会学会賞 

    (1)第31回論文賞 

       「Gyrokinetic Turbulent Transport Simulations on Steady Burning Condition in D-T-He Plasmas」  

仲田資季（核融合科学研究所）他1名 

    (2)第28回技術進歩賞 

       「核融合プラズマ崩壊事象のサポートベクターマシンと全状態検索による確率評価法の開発とその応用」  

横山達也（量子科学技術研究開発機構）他1名 

    (3)第28回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞） 

       「高速粒子が駆動するイオンサイクロトロン放射機構の研究」 隅田脩平（量子科学技術研究開発機構） 

    (4)第22回産業技術賞 該当なし 

    (5)第6回紅宝賞(女性研究者研究業績賞)（伊藤早苗特別賞） 該当なし 

    (6)第17回貢献賞 該当なし 

    (7)第2回学会活動奨励賞 

       「プラズマ・核融合学会 専門委員会「核融合実現に向けたトリチウム諸課題の検討」での講演に基づく核融合分野での 

普及・啓発活動に対する貢献」 石﨑悠也（京都教育大学附属高校） 

4. 第40回年会若手学会発表賞 

    ＊正会員部門 

    「Collective Thomson scattering in two-stream plasmas: ion acoustic wave resonances」 境健太郎（核融合科学研究所）  

    「時系列モデルに基づく異常検知を用いたJT-60Uにおけるディスラプションの研究」横山達也（量子科学技術研究開発機構） 

    「JT-60SA ECH/CD装置における入射偏波の実時間制御開発」 山﨑 響（量子科学技術研究開発機構） 

    ＊学生会員部門 

    「ネストトラップ内における荷電粒子の閉じ込め特性とサイドウェル領域での損失の外部電場強度依存性」  

岡田敏和(京都工芸繊維大学) 

「Li系複合酸化物ナノ粒子の熱プラズマ合成におけるLi原子の自己吸収を用いた密度計測」 一二碧利(九州大学) 

 「Retarding Field Analyzer におけるイオン選択性を用いた磁力線垂直方向イオン温度計測手法の検証」 

加賀谷重考(東北大学) 

「ECRプラズマにおける間欠的な浮遊電位揺動発生時のイオン温度ドップラー分光計測」 山田悠斗(名古屋大学) 

「小型電気推進システムの開発〜Water-Fueled Sputtering Propulsion〜」 清水颯太(東北大学) 
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「RFPプラズマにおける三次元軟X線放射強度分布と磁場揺動の相関」 稲垣秦一郎(京都工芸繊維大学) 

「検出器掃引式2次元位相コントラストイメージング計測の開発」 酒井彦那(九州大学) 

「多重場特異値分解を用いた多成分乱流中のエネルギー伝達解析」 彌冨 豪(総合研究大学院大学) 

「LHDにおけるConvolutional Neural Networkを用いた放射崩壊の予測・回避制御研究」 鈴木優也(総合研究大学院大学) 

「トカマク周辺プラズマを対象とした大域的ジャイロ運動論コードの開発」 奥田修平（京都大学） 

「核融合は地球に優しいか？：拡張型産業連関分析による全世界環境・人権負荷試算」 岩本みさ（九州大学） 

「機械学習を用いたＷ中の水素-欠陥複合体の構造とダイナミクスの研究」 野口湧喜（九州大学） 

5. その他／本学会が共催・後援・協賛し、当年度に開催された学術的会合  

（1） 一般社団法人OPTICS & PHOTONICS International協議会主催  

OPTICS 6 PHOTONICS International Congress 2023 

協賛 

  2023.4.17-21 パシフィコ横浜会議センター／横浜市  

（2） 日本表面真空学会主催 第58回真空技術基礎講習会  協賛 

  2023.5.23-26 大阪産業技術研究所 本部・和泉センター／和泉市  

（3） 2023年度静電気学会講習会  

「最新！空気清浄の全て〜原理と応用、集塵脱臭、感染対策など〜」 

協賛 

  2023.6.16 オンライン開催  

（4） 2023年度静電気学会講習会 第4回オンライン真空講習会入門講座 協賛 

  2023.7.5-2024.2.15 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）  

（5） 2023年度静電気学会講習会 「半導体デバイスの静電気対策（応用編）」 協賛 

  2023.8.3 オンライン開催  

（6） 第60回（2023年度）真空夏季大学 協賛 

  2023.8.29-9.1 八王子生涯学習センター／八王子市  

（7） 日本表面真空学会主催 第3回オンライン真空応用技術講座 協賛 

  2023.9.5-2024.2.15 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）  

（8） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第17回プラズマエレクトロニクス・インキュベーション 

ホール 

協賛 

  2023.9.4-6 国立中央青少年交流の家／御殿場市  

（9） 日本表面真空学会主催 第4回オンライン真空講習会 協賛 

  2023.9.5-2024.2.15 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）  

（10） 静電気学会主催 第47回静電気学会全国大会 協賛 

  2023.9.11-13 山形テルサ／山形市  

（11） 日本流体力学会年会2023 協賛 

  2023.9.20-22 東京農工大学小金井キャンパス／小金井市  

（12） 筑波大学イノベイティブ計測技術開発研究センター他主催 第14回真空電子源国際会議 後援 

  2023.9.25-29 筑波大学春日講堂／つくば市  

（13） 日本熱測定学会主催 第59回熱測定討論会 協賛 

  2023.10.24-26 日本大学文理学部百周年記念館／東京都世田谷区  

（14） 日本表面真空学会主催 2023年日本表面真空学会学術講演会 協賛 

  2023.10.31-11.2 名古屋国際会議場／名古屋市  

（15） 静電気学会主催 2023年度静電気学会講習会 静電気災害の事例と対策（1）〜基礎・計測・除電技術、 

液体災害、粉体災害〜 

協賛 

  2023.11.15 オンライン開催  

（16） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第34回プラズマエレクトロニクス講習会 〜プラズマ 

プロセスの基礎と先端応用技術〜 

協賛 

  2023.11.17 JEC日本研修センター心斎橋 及びオンライン／大阪市  

（17） 日本機械学会：2023年度計算力学技術者資格認定事業 協賛 

  2023.11.18他 指定会場にて  

（18） 第44回ドライプロセス国際シンポジウム（DPS2023） 協賛 

 2023.11.21-22 ウィンクあいち／名古屋市  



 4 

（19） 第50回炭素材料学会年会 協賛 

  2023.11.29-12.1 東京エレクトロンホール宮城／仙台市  

（20） 日本真空工業会他主催 VACUUM2023真空展 協賛 

 2023.11.29-12.1 

2023.11.22-12.8 

東京ビッグサイト・西ホール／東京都江東区 

オンライン開催 

 

（21） 静電気学会主催 2023年度静電気学会講習会 静電気災害の事例と対策（2）〜静電気リスクアセス 

メントの基礎と演習〜 

協賛 

 2023.12.12 オンライン開催  

（22） 核融合エネルギーフォーラム主催 ITER/BA成果報告会2023 協賛 

  2024.1.15 イイノホール／東京都千代田区  

（23） 原子力総合シンポジウム2023 共催 

  2024.1.22 日本学術会議講堂／東京都港区  

（24） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第41回プラズマプロセシング研究会 協賛 

  2024.1.23-25 東京工業大学大岡山キャンパス／東京都目黒区  

（25） 第16回先進プラズマ科学と窒化物及びナノ材料への応用に関する国際シンポジウム／第17回プラズマナノ科

学技術国際会議／第13回プラズマ技術の基礎と応用に関するアジア太平洋国際シンポジウム 

共催 

  2024.3.3-7 名古屋大学／名古屋市  

（26） 日本衝撃波研究会主催 2023年度衝撃波シンポジウム 協賛 

  2024.3.5-7 北九州国際会議場／北九州市  

（27） 核融合エネルギーフォーラム主催 第9回ITER科学･技術意見交換会 共催 

  2024.3.5 オンライン開催  

（28） IFEフォーラム主催 公開シンポジウム レーザーフュージョンエネルギー -学術から産業へ新たな展開- 後援 

  2024.3.7 東京商工会議所東商渋沢ホール／東京都千代田区  

 

［２］ 会務の概要 

１．総会、理事会、委員会に関する事項 

1. 一般社団法人プラズマ・核融合学会第12回通常総会 

    第12回通常総会を、令和5(2023)年6月2日(金)に、一般社団法人プラズマ・核融合学会事務局(名古屋市千種区)及び、 

   オンラインにて開催し、次の案件についていずれも原案通り可決した。 

       第1号議案：令和4年度事業報告書、令和4年度財務諸表他 承認の件 

       第2号議案：令和5年度事業計画書、及び収支予算書 承認の件 

       第3号議案：令和5年度新役員 承認の件 

2. 理事会 

    理事会を次のように開催した。（オンライン） 

第221回 令和 5(2023)年05月11日! 第222回 令和 5(2023)年06月02日!

第223回 令和 5(2023)年06月02日! 第224回 令和 5(2023)年09月04日!

第225回 令和 5(2023)年11月21日 

第226回 令和 6(2024)年03月06日 

臨時理事会 令和 5(2023)年 12月25日 

 

3. 幹部会議  

幹部会議を次のように開催した。（オンライン） 

第1回 令和 5(2023)年06月30日! !

4. 企業連!活動強化小委員会  

企業連!活動強化小委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第6回 令和 5(2023)年04月26日! 第1回 令和 5(2023)年07月14日!

5. 総務委員会  

総務委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第144回 令和 5(2023)年04月28日! 第145回 令和 5(2023)年05月23日!
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第146回 令和 5(2023)年11月08日! !

6. 編集委員会 

    編集委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第469回 令和 5(2023)年04月04日! 第470回 令和 5(2023)年05月12日!

第471回 令和 5(2023)年06月06日! 第472回 令和 5(2023)年07月05日!

第473回 令和 5(2023)年08月08日! 第474回 令和 5(2023)年09月05日!

第475回 令和 5(2023)年10月06日! 第476回 令和 5(2023)年11月02日!

第477回 令和 5(2023)年12月06日! 第478回 令和 6(2024)年01月11日!

第479回 令和 6(2024)年02月09日! 第480回 令和 6(2024)年03月07日!

6. プラズマ・核融合学会学会賞選考委員会 

    学会賞選考委員会を次のように開催した。（オンライン） 

令和 5(2023)年08月25日!

7. 九州･沖縄･山口支部役員会 

    九州･沖縄･山口支部役員会(幹事会)を次のように開催した。（オンライン） 

 第1回  令和 5(2023)年07月25日  第2回  令和 5(2023)年12月09日 

    九州・沖縄・山口支部総会を次のように開催した。（オンライン） 

第1回  令和 5(2023)年12月09日 

8. その他の会合 

    以上の他、PFRエディトリアル"ード会議、領域プログラム委員会、年会開催のための#$委員会、第15回エネルギー連合 

講演会開催のための#$委員会、ジュニア会員小委員会他、を%&オンラインにて開催した。 

 

２．当期の会務内' 

1. 総務委員会 

2023年度には、(oomによるリモート会議を年間3回、メール)議を1回開催し、主として以下に*す内'について議論を行

+た。 

まず、会員のすそ野を広,るという目的のもとに、ジュニア会員制度を2023 年12 月に発-さ.た。高校生以上大学3 年生

まで（大学受/0人を12）、あるいは高等専門学校生、専3科 1 年生までの者は、ジュニア会員として登録する4とがで5る。

登録料、および会員期間の年会6は7料とする。また、特8として、本学会がジュニア会員向けに9:する、アイテム;プラズ

マ・核融合に関する情報・サービス等を、7<で受け=る4とがで5るとしている。また、新>登録者に対しては、会員証を交?

する。現@、ジュニア会員登録者は13名であり、4れまで、2回のジュニア通Aを発Aし、B年度のカレンダーをC?した。B後、

総務委員会において、ジュニア会員向けの特8をD実さ.る方向で検討を進める。 

次に、事務局Eを中心に>定Fを見直した。事務局員に対しては、「GH金の支Iについて」、「H員のIJ、KL等の運用

基#」、「@宅M務の運用基#」のNOを行+た。また、「学会業務P助員への支Qに関する内>」のN定、「R人情報S護>

定」のN定、「電!=引データのO正及びT除のUVに関する事務W理>定」の制定を理事会に9案し、X承された。 

さらに、上田Y会Eの9案に基づ5、第 40 回年会学会関連報告会において、特別企画として文科Z開発局[場\]^の

報告を企画した。また、13th AAPPS-DPPにバナー広告5_`でPFRの広告を掲載して、発表者に対してPFRへのa稿をb

びかけた。 

2. 財務委員会 

   令和5 年度の収支予算は、c年度deにfg予算で計画した（収入：3,172_ 、̀支出：3,625_ 、̀収支hi：-453_ ）̀。

令和4年度実績もjまえ、令和3年度以kと比l収入mとした一方で、コロナ>制n和による対面活動o開による学会誌p6

交通6q;GH金支INOによるI?引当r金支出qなど、支出qをstした。u果、令和5 年度の決算iは、事業活動収

入は3,320_ 、̀支出は3,607_`である（収支hi -287_ ）̀。 

収入について、事業活動収入は、対予算で v148_ と̀な+た。正会員/特別会員会6収入がm少した4とで、会6・入会金

収入は予算に対し w5 _ 。̀一方、年会収入/研究会等収入および会誌掲載料・別x料収入のq加により、事業収入は予算
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に対し v162_ と̀な+た。支出について、事業活動支出は、対予算で -18_ と̀な+た。年会y6の支出は大5くzえられ

たが、若手フォーラムy6がq加し、会誌発行6もq加した4とで、事業6支出は予算に対し -41_ 。̀一方、{理6は人件

6;{理|6のq加により、予算に対し v24_ と̀な+た。 

以上から、最}的には計画に対し収入がqえ、支出も若~ではあるがzえられた4とにより、計画 -453 _`に対し、-287

_`の決算とな+た。4れにより次期��金は1,546_ と̀なる。 

3. 編集委員会 

     令和5年度のa稿状�は、研究論文1件、プロジェクトレビュー2件、研究最k線1件、研究開発活動ア�ール1件、サロン

2件であ+た。カラー�x代の料金体系を��し、カラー�xでの収入が支出を上回る状�でカラー�xページをq;す4とが

で5た。第40回年会でのフォトコンテストに応�された�真を�み込��ポスターカレンダーを�成して例年通り会員へ�布した。

カレンダーには、企業11社から、広告（1�新>5_`／リ�ーター3_ ：̀いずれもc年度から値上,）を�出稿いた�いた。

TeX原稿をコンパイルして�x原稿とするためのスタイルフ�イルを�成した。�者a稿・校正は Web 上のOverleaf で行う。編

集委員会は年12回（�� 7 回：対面を1めたハイブリッド形式 5 回）開催した。英文誌では、常務エディタ 1名を�加し、

AAPPS-DPP2023発表内'の英文誌へのa稿をbびかけた4とから、エディタ2名を�加した。また、�期�れになる 2名の

海外エディタに�期��の依�をした。26th International Conference on Spectral Line Shapesの会議論文受け入れを)議し決

定した。令和6 年度 6月 1日から英文紙の掲載料をN定する4とを)議いし、理事会にて決定された。 

4. 広報委員会 

  会誌広告��活動については、平成23 年度より学会自らがすlての広告��・掲載業務を行う4ととしており、令和5 年度

は、企業１社から新>�し込みがあ+たため、�59_ を̀��し、当�予算iから�9_`の広告料収入がq加した。 

 広報活動については、重�目�としている「 ¡・生¢及びそのS護者に向けての広報活動のD実」がある。その一環として、

平成20年度以£実¤している「小学生のための夏¥み¦自§研究¨教室」及び、「おもし©科学教室」があるが、B年度はc年度                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

に引5�5、COVID-19による感染UVの集会自ªに対応するため、「小学生のための夏¥み¦自§研究¨教室」は実¤しなか

+た。一方、「おもし©科学教室」は、開催時期に感染状�が«ち¬いたため実¤で5た。 

  会員メーリングリストを利用し、会員へ情報を発Aするとともに、平成29 年11 月より運用を開した®ーシャルメディア（フェイ

スブック）では、本学会に関する情報に加え、本学会会員、及びプラズマ・核融合分野の研究開発に関連する情報も発Aしてい

る。COVID-19 の¯響で集会活動が制°された状�を機に、±種ウェブ会議²ールを用いた大小e³なオンライン会合が多く

企画される状�が��しており、それらの�Aを行+た。また、®ーシャルメディアの記事掲載をq;すため委員の�加;記事

の企画等を行い、記事数をq加さ.た。 

5. 年会運´委員会 

第40 回プラズマ・核融合学会年会は、アイーナ（いわて県民情報交流センター）（盛岡市）において、2023 年11 月27 日(月)

から30日(木)の日µで開催された。現地実行委員Eは岩手大学の高木¶一先生。第40回年会も、k回とdeに領域制（基礎、

応用、核融合プラズマ、核融合炉工学）に基づいて、±領域プログラム委員会において招待講演、シンポジウム、セッション構成、

一般講演の·択、プログラム編成を行い、全体日µを年会プログラム委員会で調 ・̧決定した。領域Eの=りまとめによ+て、

オーガナイズドセッション;シンポジウムの9案等において±領域の特¹がstされ、領域制がうまく機能した形でD実したプ

ログラムにする4とがで5た。 

期間中の参加者は、608 名（正会員289 名、学生会員245 名、シニア会員14 名、会員外20 名、学生非会員12 名、招待者

他28名）であ+た。講演件数は、一般講演468件（口頭発表167件、ポスター発表31件）、招待講演15件、シンポジウム4件、

特別講演（市民講演）1 件とな+た。4のうち、162 件が若手による発表であ+た。さらに、若手研究者の交流をºるイベントとして、

年会小企画「核融合わかて»義」;、企業展*参加±社と年会参加者、特に学生会員をター¼ットとした「Plasma Festa2023」が、

2022年に引5�5実¤された。なお、企業展*は来場者が多いポスター会場で行+た。インフォーマルミーティングは1件であ+

た。 
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学会関連報告会は、会場6の½�と�意の場所からでも参加で5るようにするため、対面とオンラインのハイブリッド形式で

行+た。¾¿会を4年Àりに対面で開催し、岩手の料理と日本酒とイベント（さ�さÁり）で大いに盛り上が+た。また、B回�めて

の試みとして、学会賞受賞者の表彰式を¾¿会で行+た。なお、学会賞受賞記念講演は、学会関連報告会の後にハイブリッド

形式で行+た。 

年会中の講演発表に対して選考される若手学会発表賞は、若手正会員3名、学生会員12名が受賞した。なお、k回は受賞

者の発表・表彰式を閉会式にて行+ていたが、B回は)査員選出および)査スÂジュール�成のÃ�で、年会の最}日にも

)査を行+たため、受賞者の発表は年会期間後に行+た。閉会式は、次回第41回年会（2024年）開催の現地実行委員Eの日

本大学のÄ巻光利先生からの報告があり、Å藤Æ会EのÇÈでÉめくくられた。 

6. 企業展*検討委員会 

    第40回年会における企業展*・企業広告については、当学会企業連!活動強化小委員会とも連!を=りつつ、本委員会に

おいて企画・立案を行+た。展*会の運 、́および企業との連!・連絡に関しては、（Ê）日刊工業コミュニÂーションズと業務委

ËÌ�をuび実¤した。業務内'は、年会プログラム冊子の広告受Í活動・広告制�・広告料金の回収、webバナーとセミナー

の受Í活動、および運´{理業務である。B回の企業展*は35社、36ブースで実¤で5、バナー広告6社、企業セミナー5社

であ+た。企業展*は第38回の10社、第39回の31社からq加Î向にあり、c年度より5ブースのqとな+ている。4の4と

から、委Ë業務6等のy6をhし引5、1,303,500`の収Ïが�られている。企業展*に関しては、ポスターセッションとd一会

場で、ポスター会場に入場した人は、ÐÑ全参加企業・�Òのブースを一度は目にする�置であり、情報交換の場としてÓÔに

Õいた4とで、Ö評を�る4とがで5た。一方、c年度からスタートした企業と学生・若手研究者の交流を目的とした「Plasma 

Festa」も、企業16名、学生・若手研究者50名が出×し、2時間の�の中でØがÙ5る4となく、Ú熱した会とな+た。グループの

運´に当た+てÛいたメンターのÙ力もあり、出×者からもÜÖな感Ýを�ている。ポスター�置;交流会は、年会会場によ+

てさまÞまな制�を受け、その都度検討が必要な4とから、次回以£の企画についてもß重かつà密に#$を進める必要があ

る。 

7. 領域活動 

    á基礎â 第40回年会では、シンポジウム「ã°状態にあるä体・プラズマ・場がÒりなすトリÂトラ科学」に加え、オーガナイズド

セッションとして基礎領域åæ開催の「実/室プラズマ・çèプラズマ連!セッションé実/室でçèにêるé」、核融合プラズマ

領域と連!開催の「データ駆動プラズマ科学éインフォマティクスで発見を加速するé」、応用領域との連!開催の「非平ë状態

プラズマの先端科学と技術」の3 件を企画した。招待講演・企画講演の推ì及び)査（編集委員会推ì1 件、領域推ì3 件を

·択）及び、一般講演の選定等を行+た。 

    !応用â第40 回年会においてオーガナイズドセッション2 件（プラズマプロセスの高í度制御、高電界・プラズマと生体の相î

�用）に加えて、基礎領域と応用領域にまたがるオーガナイズドセッション1件(非平ë状態プラズマの先端科学と技術)を企画し

た。また、1件の招待講演（編集委員会推ì1件）を行+た。 

 á核融合プラズマâ 第 40 回年会において、シンポジウムï炉心プラズマの高性能化に向けた物理理解の進展と炉への展ðñ、

および基礎領域と連!してオーガナイズドセッションïデータ駆動プラズマ科学-インフォマティクスで発見を加速する-ñの立案、

招待講演の推ìおよび)査、一般口頭発表の選定などを行+た。�トカマクプラズマの生成に成òしたJT-60SAの特別報告を

企画し、年会後にオンラインで開催した。領域委員2 名の�期が2023 年12 月óで�れたため、新たに3 名の委員を�ôし、

領域E、Y領域E、委員6名の体制とな+た。 

  á核融合炉工学â 第40回年会では、シンポジウム「先進核融合炉における材料・炉工学研究」、及びオーガナイズドセッション「ト

リチウム」を企画した。さらに招待講演として、「核融合炉ブランÂット構造材料のõ射Ô果予測技術の開発 ～計算機シミュレーシ

ョンによる"イドスエリング現象のõ射場依存性評価～」、「ITER TFコイルö�の÷ø」、「ù新的なú高û度リチウム直ü回収技

術の社会実装 ～核融合技術でカー"ンニュートラルに貢献～」についての講演があ+た。B回の年会では核融合スタートアップ

からの講演もqえ、産^学で核融合エネルギーを推進するための基ýが¸いつつある。 
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8. 企画委員会 

  プラズマ・核融合若手フォーラムþ高校生シンポジウム等の定例事業が実¤された。令和 5 年度はコロナÿの制�はÐと�

どなか+たので、!来のような対面事業が"活して活動が行われた。出版企画についてはþ特に刊行物はなか+た。 

  プラズマ・核融合若手フォーラムは、「第1回 プラズマ・核融合若手夏の学校」が8月29日～9月1日に沖縄県名護市 「名

護青少年の家」で実¤された。9コマ（90分）の講義þポスター発表þ沖縄科学技術大学院大学の見学などが行われた。 

 第21 回高校生シンポジウムについては、2024 年1 月27 日（土）13:00-17:00 に九州大学筑紫キャンパスで開催された。B回

は、コロナÿ以kとdeに、大学での実習と対面シンポジウムを実¤した。�方の高校および研究者の参加が'#になるよう、

現地口頭発表（4 件）とオンライン口頭発表（3 件）のハイブリッド方式で実¤された。参加者数は、現地22 名（内、発表校から11

名）、��36 名（内、発表校から19 名）であ+た。ポスター発表も一部実¤されたが、現地参加者のみと$%が行われた。全国

のプラズマ実習受入研究室は7研究室で、実習内'または関連する研究発表が行われた。研究発表に対して表彰)査委員会

が開催され、最優&発表賞þ優&発表賞þ奨励賞がプラズマ・核融合学会より'Jされた。また、特別講演として、(辺)行先

生（九州大学）に「プラズマのちからが�みを*す」を講演していた�いた。¤+見学として、,田和-先生（九州大学）に、球状ト

カマク.UEST実/棟の見学を実¤していた�いた。 

9. 推ì委員会 

  本学会では、大学�Ò間を�えた学会員グループでの研究活動を支援するため、専門委員会活動を支援している。k年度

中に·択され��課題とな+ていた1 件および新>課題2 件について、活動を支援した。研究助成関連では、令和5 年度東レ

科学技術賞に1件、学会名での推ìを行+た。 

     学会賞選考では、第31回論文賞(1件)、第28 回 技術進歩賞(1件)、第28回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞）(1件)、第2

回学会活動奨励賞(1件)を選出し、盛岡市のアイーナ・いわて県民情報交流センターで開催された第40回年会において学会賞

'賞式と受賞記念講演を行+た。B年度から、)査員の負荷/mを目的に20階)査を試行した。 

10. 1女共d参画委員会 

   2023年10月7日に、フュージョンエネルギー分野における女性の研究員;技術者のq員をºるために、本学会では、「「核融

合研究分野での女性研究者・科学者キャリアパスに関する座»会」を開催した。d会では、現@核融合研究に!わる女性の大

学生らが自2にd分野で3事を見つける4とがで5る4とを目的に、4来の5Åなどを少しでもQし6くで5るように、対Ø形式

で実¤した。座»会には、7州@8の学生 2 名を1めて合計 8 名の女子学生が参加し、現@フュージョンエネルギー分野で活

9している女性の方が13名参加した。参加した女性の方の内訳は、核融合科学研究所から2名、量子科学技術研究開発機構

から4名、大d工大から1名、日立ö�所から2名、京都フュージョニアリングから2名。座»会はオンライン形式で実¤され、7

名の方が講師としてそれ:れのキャリアパスを;<するとともに、女子学生が直ü相»で5る(OOMのブレークアウトルームを

+けた。また、ITER機構からも2名の方が参加し、ITER機構について;<した。講師のキャリアップの;<;ブレークアウトルー

ムでの会Øを通して、女子学生が=ã的に$>していた?は�象的�+た。 

11. 研究部会連絡委員会 

  令和5 年度（第11 回）計算科学研究部会総会を2024 年3 月27 日に(oom を用いて開催した。会合には非会員を1め�

21 名の参加があ+た。はじめに部会Eより、運´体制および総会の意義について;<がなされ、次に部会Eおよび幹事の@

�と幹事1名の交代について会員のX承を�た。その後、藤堂A（核融合研）からHPCIコン®ーシアムについて、石BA（核融

合研）からプラズマ・シミュレータについて、宮CA（量研機構）からJFRS-1とB後の予定、核融合情報科学センター構Ýの現状

について、それ:れ報告がなされた。最後に、その他として総会の開催時期について議論が行われた。 

12. 九州･沖縄･山口支部関D  

  令和 5 年度は計 2 回の支部役員会、総会、支部大会（大原実行委員E／山口大学）の活動を行+た。4のうち、2023 年 12

月 9 日(土)E10 日(日)開催の支部最大のイベントである支部大会（KDDI 維新ホール）では、講演�し込みが 38 件あり、口頭発

表20 件、ポスター発表18 件の講演発表を実¤した。また、依�講演3 件（高橋FGA(量子科学技術研究開発機構)、k田H

治A((Ê)日立ハイテク)、斎藤I彦A(東京大学)）を行い、予稿集（2 ページ/件）を参加者に�布した。参加者は総数 56 名（うち
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招待者3 名、一般15 名、学生38 名）で、}X後に開催した講演奨励賞選定委員会で、対象となるÐÑ全ての講演発表から4

件の講演奨励賞を選定した。R6 年度の支部大会は、J岡（田中実行委員E/九州大学）で実¤予定である。また、2024 年1 月

30日（火）には、KLM二A（台NO-交通大・東北大）を講師に招5、特別講演会を実¤した。 

 

３．P可、認可及び承認に関する事項 

   第12回通常総会後、役員の登記(法務局)を行+た。 

 

４．P助金に関する事項 

   なし 

 

Q．Ì�に関する事項 

Ì�年月日! 相 手 方! Ì � 事 項! 期  間!

2023年7月16日 R洋商事 東S支社 TU総合SV 2024年7月16日まで 

 

 

［３］ 会員の異動状� 

  R人会員(正会員、学生会員)のq加にW力したu果、正会員は9 名のm少、学生会員は4 名のq加とな+た。令和3 年度から

の会6未X者14 名を「学会6YX会員等の=Zに関する>定」により令和5 年12 月1 日?にてG会W理した。一方、賛助会員

は入会2 社、G会1 社で1.5 口のq口、特別会員はG会1 団体、m部1 部�+た。以上により、令和6 年3 月31 日現@、R人会

員1,463名、賛助会員52法人(100.5口)、特別会員19団体(27部)とな+た。 

 
令和5年4月～令和6年3月 

 

 

会員種別 

 

会  員  数  

 

qm数 

 

 

 

$    考 

 

当年度ó 

令和6年3月31日 

現@ 

k年度ó 

令和5年3月31日 

現@ 

 

正会員 

   

-9 

 

名 

入会 14  G会    46  

1,158  名 1,167  名 学[正   18  "会     5  

  正[学  0    

 

学生会員 

   

4                

 

名 

入会  155  G会  133 

305  名 301  名 学[正  18  "会    0  

  正[学  0    

 

賛助会員 

      

1 

1.5 

 

法人 

口 

入会  2  口数   2  

52 

100.5 

 法人 

 口数  

51 

99 

 法人 

 口数  

G会  1  口数  0.5  

q口  0  m口  0  

 

 特別会員 

   

-1 

-1  

 

 

団体 

部  

      

19 

27 

 団体 

 部  

 

20 

28 

 団体 

 部  

 

入会  0  q部 3  

G会  1  m部  4  

 

計 

1,463 

52 

19 

 名 

 法人 

 団体 

1,468 

51 

20 

 名 

 法人 

 団体 
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［４］ 令和5年度 \?]名録 

  なし 
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